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今金町民憲章
。民主主義に徹し生活を合理化して近代的な町にいたしましょう。

@健康で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう。

。技能をみがき産業の開発に努め、豊かな町にいたしましょう。

。教育をたかめ楽しく生活できる平和な町にいたしましょう。

制定昭和42年10月1日



づき受

11:寄与
町条例!こ

5
月
ま
で

ω年
聞
に
わ
た
り
今
金

町
観
光
協
会
長
と
し
て
、
平
成
9

年
6
月
か
ら
は
今
金
町
商
工
会
長

と
し
て
、
今
金
町
の
観
光
の
振
興

及
び
商
工
業
の
発
展
に
尽
力
す
る

と
と
も
に
、
今
金
町
の
発
展
と
地

方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た。佐

藤

朝

治

さ

ん

引

歳

昭
和
弱
年
1
月
か
ら
平
成
9
年

ロ
月
ま
で
の
同
年
間
に
わ
た
り
、

地
域
住
民
の
自
治
会
活
動
に
積
惚

的
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
今
金

町
の
発
展
と
地
方
自
治
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

藤
田
悦
雄
さ
ん
白
山
歳

工
場
の
新
築
落
成
を
記
念
し
て

「
今
金
町
の
振
興
と
発
展
に
役
立

て
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
多
額
の

浄
財
を
寄
附
さ
れ
、
今
金
町
の
発

展
と
地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

栗

城

敏

雄

さ

ん

日

ω
歳

今
金
町
の
町
花
と
し
て
の
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
型
の
時
割
引
を
寄
附
さ
れ
、

町
施
設
の
景
観
の
推
進
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
今
金
町
の
発
展
と

地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま

今
金
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表

彰
式
が
日
月
2
目
、
町
民
セ
ン
タ

ー
で
関
係
者
多
数
が
出
席
し
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
町
の

• 

， 

@ 

し
た
。今

金
狩
場
太
鼓
保
存
会

昭
和
紛
年
6
月
の
設
立
以
来
現

在
ま
で
幻
年
間
に
わ
た
り
、
海
外

公
演
や
圏
内
公
演
を
通
じ
て
、
郷

土
の
伝
統
づ
く
り
と
普
及
、
保
存

に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
光
の
里

学
園
の
「
ひ
か
り
太
鼓
」、
神
丘
小

学
校
の

「繁
明
太
鼓
」
、
秋
ま
つ
り

で
小
、
中
、
高
校
生
へ
の
太
鼓
指

導
等
を
通
じ
青
少
年
の
健
全
育
成

に
尽
力
し
、
今
金
町
の
発
展
と
地

方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た。

特
別
表
彰
者

鈴

木

寛

さ

ん

μ
歳

ボ
ブ
ス
レ

l
競
技
で

一
意
専
心

努
力
を
重
ね
、

1
9
9
4
年
の
リ

レ
ハ
ン
メ
ル
、

1
9
9
8
年
の
長

野
と
2
回
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
出

場
し
、
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
る

と
と
も
に
世
界
選
手
権
や
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
に
も
出
場
し
、
優
勝
や

入
賞
を
果
た
す
な
ど
、
青
少
年
は

も
と
よ
り
、
町
民
に
夢
と
希
望
を

与
え
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

上から 鈴木さん、今金狩場太鼓保存会、栗城さん、篠田さん、佐藤(朝)さん、木島さん、伴さん
下から 佐藤 (多)さん、岩間さん、村本町長、富田さん、湯浅さん

(伴常雄さんは公務のため出席できませんでした.)

振
興
や
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ

た
川
名
の
方
々
(
功
労
表
彰
3
名

・
・
善
行
表
彰
5
名

・
1
団

体

特

別
表
彰
l
名
)
に
町
長
よ
り

一
人

ひ
と
り
賀
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ

北
海
道
社
会
貢
献
円

上
鈴
金

ω月
ロ
目
、
旭
川
市
で
行
わ
れ

た
第
凶
回
全
道
統
計
大
会
で
水
野

さ
ん
が
北
海
道
社
会
貢
献
貨
の
統

計
功
労
を
受
賞
し
、
表
彰
状
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

水
野
さ
ん
は
、
昭
和
位
年
北
海

道
農
業
基
本
調
査
、
調
査
員
任
命

以
来
、
宇
鈴
金
地
区
の
調
査
員
と

し
て
初
年
間
で
幻
回
の
各
種
統
計

調
査
に
従
事
し
、
統
計
思
想
の
普

及
と
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
後
輩
の

納鋭思想の普及向上ガ認められ

稽山支庁長受賞
金原中央納税貯蓄組合

れ
ま
し
た
。
受
賞
者
を
代
表
し
て

湯
浅
秀
夫
さ
ん
よ
り
謝
辞
が
述
べ

ら
れ
、
引
き
続
き
祝
賀
会
が
催
さ

れ
出
席
者
た
ち
は
受
賞
者
を
祝
福

し
て
い
ま
し
た
。

受
賞
者
の
功
績
は
次
の
と
お
り
で

す
。功

労
表
彰
者

湯

浅

秀

夫

さ

ん

肝

歳

昭
和
閃
年
5
月
か
ら
昭
和
問
年

4
月
ま
で
と
、
平
成
3
年
5
月
か

ら
平
成
問
年
日
月
ま
で
の
同
年
7

カ
月
間
に
わ
た
り
、
常
に
住
民
の

福
祉
と
生
活
向
上
に
尽
力
し
、
町

政
の
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、

今
金
町
の
発
展
と
地
方
自
治
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

富

田

鹿

さ

ん

乃

歳

昭
和
幻
年
4
月
か
ら
今
日
ま
で

必
年
間
に
わ
た
り
、
地
域
に
お
け

る
医
療
に
献
身
的
努
力
を
重
ね
ら

れ
、
町
民
の
保
健
医
療

・
福
祉
の

向
上
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
各

種
検
診
業
務
に
尽
力
さ
れ
、
今
金

町
の
発
展
と
地
方
自
治
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

岩

間

第
さ
ん

67 
歳

• • (
統
計
功
労
)
を
受
賞

水
野
伊
三
郎
さ
ん

77 
歳

指
導
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
認
め

ら
れ
、
こ
の
度
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。
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日
月

5
目
、
槍
山
支
庁
に
お
い
て
道
民
の
納
税
思
想
の

普
及
高
揚
と
自
主
納
税
体
制
の
顕
著
な
功
績
が
認
め
ら
れ
、

金
原
中
央
納
税
貯
蓄
組
合
(
伊
藤
良

一
会
長
組
合
員
げ
人
)

が
伶
山
支
庁
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

金
原
中
央
納
税
貯
蓄
組
合
は
、
昭
和
幻
年
に
設
立
以
来
、

平
成
9
年
度
ま
で
町
道
民
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税
な
ど

に
つ
い
て
す
べ
て
納
期

内
納
付
に
努
力
さ
れ
、
毎

年

1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト

の
徴
収
実
績
を
堅
持
し

て
お
り
、
組
合
員
の
納
税

意
識
も
高
く
、
他
の
組
合

の
模
範
と
し
て
の
功
績

が
認
め
ら
れ
こ
の
度
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
鈍
年
4
月
か
ら
今
日
ま
で

ぬ
年
間
に
わ
た
り
、
地
域
に
お
け

る
医
療
に
献
身
的
努
力
を
重
ね
ら

れ
、
町
民
の
保
健
医
療
・
福
祉
の

向
上
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
今

金
町
学
校
保
健
協
議
会
委
員
、
今

金
町
国
保
運
営
協
議
会
委
員
な
ど

を
歴
任
さ
れ
、
今
金
町
の
発
展
と

地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

佐

藤

多

仁

吉

さ

ん

別

歳

昭
和
白
年
1
月
か
ら
平
成
9
年

ロ
月
ま
で
の
日
年
間
に
わ
た
り
、

地
域
住
民
の
自
治
会
活
動
に
積
緩

的
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
今
金

町
の
発
展
と
地
方
自
治
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

木

島

和

雄

さ

ん

ω歳

昭
和
日
年
6
月
か
ら
現
在
ま
で

初
年
間
に
わ
た
り
民
生
児
童
委
員

と
し
て
、
地
域
住
民
の
福
祉
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
今

金
町
の
発
展
と
地
方
自
治
の
振
興

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

伴

常

雄

さ

ん

白

山

歳

昭
和
臼
年
6
月
か
ら
平
成
9
年

.... 

〕勾ζ〔

札幌法務局長から

感謝状を

八幡町大谷長崎さん

ゆ
月
初
日
、
瀬
棚
町
の
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
函
館
人

様
擁
護
委
員
会
研
修
会
で
八
幡
町

の
大
谷
さ
ん
に
感
謝
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

大
谷
さ
ん
は
、
平
成
4
年
か
ら

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
困
り
事

相
談
な
ど
国
民
の
人
権
の
擁
護
と

自
由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
貢

献
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ

こ
の
度
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
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日
月

μ
目
、
日
本
で
初
め
て
の
女
医
荻
野
吟
子
さ
ん

の
生
涯
を
描
い
た
舞
台
公
演
「
命
燃
え
て
」
の
演
劇
鑑

賞
ツ
ア
ー
を
町
民

ω人
が
参
加
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
舞
台
演
劇
は
、
東
京
都
内
に
あ
る
新
橋
演
舞
場

に
お
い
て
叩
月
に
特
別
公
演
さ
れ
た
も
の
で
、
荻
野
吟

子
さ
ん
役
に
女
優
の
三
田
佳
子
さ
ん
が
扮
し
、
女
医
に

な
る
ま
で
の
苦
労
や
志
方
善
之
氏
と
開
拓
し
た
当
時
の

大
変
さ
が
演
劇
を
と
お
し
て
伝
え
ら
れ
、
参
加
者
た
ち

は
そ
れ
ぞ
れ
涙
し
て
い
ま
し
た
。

鑑
賞
会
に
つ
い
て
は
、
今
金
町
の
開
拓
に
関
わ
っ
た

荻
野
吟
子
さ
ん
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
や
町
の
歴
史
文

化
学
習
と
し
て
鑑
賞
希
望
者
を
募
っ
て
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。ま

た
、
荻
野
吟
子
さ
ん
の
墓
参
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

••••••••••• 公職選挙法l二塁すき
生徒21受員選挙

交通事故を目の前で再現
そして歌舞劇太鼓踊り

交4安全を指導

t 

• 

•••••••••

• 

今
金
中
学
校
(
福
原
資
規
校
長
生
徒
2
8
5
人
)

で
叩
月
出
目
、
生
徒
総
会
の
後
期
役
員
選
挙
が
生

徒
自
身
に
よ
る
管
理
の
も
と
で
は
じ
め
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
選
挙
は
、
従
来
、
各
担
任
の
管
理
の
も
と
、

各
教
室
で
投
票
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
が
、
前
期

役
員
選
挙
で
多
数
の
立
候
補
の
届
け
出
が
あ
り
選

挙
が
活
発
に
な
っ
た
機
会
に
、
今
金
町
選
挙
管
理

委
員
会
(
山
北
幸
好
委
員
長
)
の
協
力
で
公
職
選

挙
法
に
基
づ
き
、
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
記
載

台
、
投
票
箱
が
設
置
さ
れ
、
生
徒
の
中
か
ら
選
出

さ
れ
た
選
挙
管
理
委
員
、
投
票
立
会
人
、
投
票
用

紙
交
付
係
を
決
め
行
わ
れ
、
生
徒
た
ち
は
、
生
徒

会
運
営
に
か
か
わ
る
候
補
者
氏
名
を
慎
重
に
記
入

し
投
票
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

l • • 

今
金
幼
稚
園
と
こ
ぐ
ま
ク
ラ
ブ
(
青
柳
伊
真
子

会
長
)
は
叩
月
間
以
目
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
の

駐
車
場
で
交
通
安
全
指
導
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
通
安
全
指
導
に
は
、
今
金
保
育
所
、小

百
合
保
育
園
の
子
供
た
ち
も
訪
れ
、
今
金
交
番

松
井
所
長
か
ら
事
故
に
会
わ
な
い
よ
う
説
明
を

受
け
、
実
際
に
ダ
ン
プ
車
を
使
い
大
型
車
両
に

見
ら
れ
る
内
輪
差
に
よ
る
巻
き
込
み
事
故
や
飛

び
出
し
事
故
の
様
子
を
ダ
ミ

l
人
形
を
使
い
実

施
し
ま
し
た
。

終
了
後
、
園
児
た
ち
は
お
母
さ
ん
と

一
緒
に

手
を
つ
な
ぎ
信
号
機
の
見
方
や
横
断
歩
道
の
渡

り
方
や
、
役
場
前
で
年
長
さ
ん
の
街
顕
啓
発
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

• 
今
金
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
今
金
い
き
い
き

学
園
が
共
催
し
印
月
幻
日
総
合
体
育
館
で
民
族

歌
舞
団
「
こ
ぶ
し
座
」
(
本
部

・
函
館
市
)
の
公

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
公
演
は
、
世
代
を
越
え
て
生
き
が
い
あ

る
生
活
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
づ
く

り
の
た
め
、
情
報
提
供
の
場
を
目
指
し
行
っ
て

い
る
も
の
で
、
佐
原
ば
や
し
、
秋
田
音
頭
な
ど

や
歌
舞
劇
「
遥
か
な
る
ア
リ
ラ
ン
峠
」
を
披
露

し
ま
し
た
。

ま
た
、

「と
し
べ
つ
」
へ
の
慰
問
も
行
わ
れ
、

入
所
者
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

と
の
歌
舞
団
に
は
、
今
年
4
月
に
入
団
し
た

八
束
出
身
の
田
畑
悟
志
さ
ん
が
研
修
生
と
し
て

参
加
し
、
太
鼓
演
奏
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

4 

さ
っ
ぽ
ろ
ん
7

金
会
創
立
川
周
年
を
迫
え
総
会

(4) 

凶
年
目
を
迎
え
た
、
さ

っ
ぱ
ろ

今
金
会
(
井
口
健
会
長
)
の
総
会

が
凶
月
初
日
、
札
幌
市
内
の
ホ
テ

ル
で
関
か
れ
、
町
か
ら
村
本
町
長

を
は
じ
め
、
中
野
議
長
や
農
協
、
商

工
会
関
係
者
な
ど
お
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

さ
っ
ぱ
ろ
今
金
会
は
、
平
成
元

年
に
創
立
し
、
す
す
き
の
祭
り
な

ど
の
参
加
を
は
じ
め
、
平
成
7
年

度
か
ら
は
全
道
よ
さ
こ
い
ソ

l
ラ

ン
祭
り
に
今
金
町
か
ら
参
加
し
た

人
た
ち
の
市
内
誘
導
な
ど
様
々
な

支
援
を
し
て
き
ま
し
た
。

• 例
年
、
年
末
に
は
多
額
の
現
金

を
狙
っ
た
強
盗
事
件
、
空
き
巣
、

ひ
っ
た
く
り
等
が
多
発
し
ま
す
。

「
安
全
で
、
平
穏
な
年
末
」
を
過
ご

し
、
明
る
い
新
年
を
迎
え
る
た
め

に
、
次
の
点
に
気
を
つ
け
、
犯
罪

や
事
故
、
災
害
等
を
未
然
に
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

多
額
の
現
金
を
持
ち
歩
く
と
き

斗
&・

複
数
で
行
動
す
る

・
自
動
車
を
利
用
す
る

な
ど
し
て
、
ひ
っ
た
く
り
の
被
害

園邑年金保険料は

l必す納めましょう
国B年金は

P!l/(jJを保障する六切な制度です。

ま
た
、
昨
年
は
今
金
町
1
0
0

年
記
念
事
業
と
し
て
中
央
緑
地
公

園
に
梅
の
木
を
1
0
0
本
植
樹
す

る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

総
会
は
、
事
業
報
告
や
決
算
報

告
な
ど
が
行
わ
れ
、
役
員
の
改
選

に
伴
い
新
会
長
に
丸
山
恵
敬
さ
ん

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
紙
芝
居
「
今
金

物
語
」
や
桜
田
洋
子
さ
ん
の
日
本

舞
踊
、
中
村
征
子
さ
ん
の
フ
ラ
メ

ン
コ
が
披
露
さ
れ
参
加
者
は
昔
話

に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・
家
を
留
守
に
す
る
と
き
に
は
、

必
ず
戸
約
ま
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

.
自
動
車
か
ら
離
れ
る
と
き
に

は
、
エ
ン
ジ
ン
キ

l
を
抜
き
ド
ア

ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

-
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ド
の
管
理
を
し
っ
か
り

行
い
、
不
正
な
使
用
を
防
止
し
ま

し
ょ
う
。

-
事
故
や
災
害
な
ど
の
発
生
に
備

え
平
素
か
ら
危
険
箇
所
等
を
把
握

す
る
と
と
も
に
、
発
生
時
の
避
難

場
所
、
避
難
路
を
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

※
北
恰
山
警
察
署

8
4
6
1
1
0
 

もし、国民年金の加入手続きを怠

ったり 、保険料を未納のまま放って

おいたりすると、老齢になったとき

や死亡 ・障害になったときに年金を

受けられなくなってしまいます。保

険料は必ず納めるようにしましょう。

国民年金制度は、誰のためでもない、

自分自身のためにあるのです。きちん

と加入手続きを行い、保険料は忘れず

納期内に納めま しょう。

〕phd
 

〔



至宝t
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鞍竺議

か
ら 11
大月
勢 1
の白
人 l
が 3
ま5、日 車公
れ下雇 7f:'
ま万~ "Ei
し部 文

竺P化
主 祭
態 開
主催
り さ
Eれ
丙 る
外

展
示
部
門
は
日
月
1
日
か
ら
3

日
ま
で
総
合
体
育
館
で
聞
か
れ
、

開
会
式
終
了
後
テ

l
プ
カ
ッ
ト
が

さ
れ
会
場
に
は
、
各
文
化
団
体
、

グ
ル
ー
プ
、
個
人
を
合
わ
せ
位
団

体
個
人
か
ら
出
展
さ
れ
た
作
品
が

会
場
内
を
埋
め
尽
く
し
て
い
ま
し

た。
特
別
展
で
は
、
利
別
に
育
ま
れ

た
作
品
と
題
し
、
陶
芸
の
山
北
幸

好
さ
ん
、
ち
ぎ
り
絵
の
星
加
晴
江

さ
ん
、
書
道
の
徳
田
千
恵
子
さ
ん

や
佐
々
木
洋
子
さ
ん
の
作
品
が
展

示
さ
れ
、
ま
た
開
催
期
間
中
に
立

礼
式
の
茶
室
、
農
産
物
の
格
安
販

売
、
婦
人
団
体
に
よ
る
手
打
ち
そ

ば
や
う
ど
ん
の
バ
ザ
ー
や
体
験
農

園
で
作
ら
れ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
振

る
舞
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

芸
能
ま
つ
り
で
は
、

ロ
団
体
が

参
加
し
て
日
月

1
日
町
民
セ
ン
タ

を
会
場
に
行
わ
れ
日
ご
ろ
の
練

習
成
果
を
発
叩
押
し
て
い
ま
し
た
。

北
部
檎
山
手
話
の
会
の
手
話
コ
ー

ラ
ス
や
詩
吟
、
踊
り
や
歌
な
ど
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
部
門
で
は
将
棋
大
会
や
囲

碁
大
会
も
行
わ
れ
熱
戦
を
繰
り
広

げ
て
い
ま
し
た
。

• 

d 

(・

]
ミ
1
二
一7
ィ
事
業
で
待
望
の

陶日
一E
電
気
炉
を
購
入

い
ま
か
ね
陶
芸
同
好
会
(
会
長

久
保
田
幸
子
)
で
は
、
こ
の
ほ
ど

例
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
事
業
の
助
成
を
受
け
、
陶

芸
電
気
炉
を
購
入
。
総
合
体
育
館

の
敷
地
内
に
設
置
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
同
セ
ン
タ
ー
が

宝
く
じ
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
、

住
民
が
自
主
的
に
行
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
事
業
の
促
進
と
地
域
の
連
帯

感
・
自
治
意
識
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
今
金
町
で
は
過
去
に
祭
り
の

山
車
な
ど
に
助
成
を
受
け
て
い
ま

す。

今
回
の
電
気
炉
設
置
に
よ
り
、

今
後
も
更
に
活
発
な
創
作
活
動
が

行
わ
れ
、
町
を
代
表
す
る
素
晴
ら

し
い
作
品
の
出
来
が
期
待
さ
れ
ま

す。

ミ

~ 

第 2回今金高等養護学校文化祭
即売会は大盛況のうちに終了

さっぽろ今金会「今金梅苑」に今
金ピリカ塾(佐藤政巴塾長)が柾
のあずまやを建てました。

件/

-po
 

〔

大
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
お
知
ら
ぜ

年
末
年
始
の
サ
ー
ビ
ス
状
況

。
通
所
サ
ー
ビ
ス

・
デ
イ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
ロ
月
初
日
1
1
月
6
日
ま
で
休
み

・

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

ロ

月

初

日

1
1
月
6
日
ま
で
休
み

。
ホ

l
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

ロ
月
初
日
1
1
月
6
日
ま
で
休
み

(
年
末
年
始
に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
場
合
は
事
前
に
連
絡
く
だ
さ
い
。
)

。
給
食
サ
ー
ビ
ス

通
常
ど
お
り

• ¥. 役場・国保病院 町関係機関休みのお知らせ
年末・年始は次のとおり休みとなります。緊急用務のときは警備員などに申し出くださ い。

月 日 教育・農業委員会 国車病院ー老人保健施設 町民センター 総合体育館 学習センター 老人福祉センター

12月29日(火) 通 常 通 常 通 ，吊- 休 自富 休 館 通 ，吊u同

30日(水) 御用納め 通 常 午後から休館 休 B官

31日(木) 休 館

1月1日(金) 年末年始 年末年始 休 館

2日(土) 休 業 休 業 休 自白

3日(日) 通 常

4日(月) 休 館

5日(火) 通 ，吊山

6日(水) 御用始め 通 円吊 休 館 休 自官 休 官官

7日(木) 通 常 通 常 通 ，吊~ 通 'ffi 通 常 通 山吊

※役場、教育・農業委員会
12月初日 12時まで、 1月6日10時から12時まで開庁しています。
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〔



寺

与

『
釈
-
染
料
山
麓

コ
リ
ド

l
ル
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
推
進
協
議
会
で
は
、
各
関
係
機

関
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
新
し
い
試

み
と
し
て
冬
の
観
光
で
の
集
客
を

目
的
と
し
た
各
町
の
特
色
あ
る
瓶

泉
め
ぐ
り
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
、
コ
リ
ド

ー
ル
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加

し
て
い
る
八
雲
町
、
長
万
部
町、

熊
石
町
、
大
成
町
、
瀬
棚
町
、
北

檎
山
町
、
今
金
町
の
温
泉
を
廻
り

ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
も
ら
う
も
の

で
す
。応

募
方
法
は
、
各
町
の
視
泉
に

入
浴
し
、
受
け
付
け
な
ど
に
設
置

し
て
い
る
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
応

募
し
て
も
ら
う
も
の
で
集
め
終
わ

っ
た
ら
各
町
に
設
置
し
て
い
る
応

募
箱
に
投
函
す
る
か
切
手
を
貼
っ

て
郵
送
す
る
も
の
で
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
抽
選
で
各
町

の
特
産
品
な
ど
が
あ
た
り
ま
す
。

応
募
期
間
は
平
成
日
年
3
月
日
日

ま
で
で
す
。

F啄

，、

フ

ぬ
く
た
ま
弓
け
}
』

ー ※ '"台育交
特 ミノ ん なン醤油 各

湯賞 等2 等1 特等
産 ツセ L、 の どの /、f 町 -
軟白

なツ
缶詰

キ 「夕 の 3 5 7 1 ~ 

どト ビ ム 与 l プ 千千千万
， 

長 し l特製 タなア チ あホ レ
相当円 柑当円 相円当 相当円ねそ 名うフ コどワ か毛めタ ゼ

ぎジ 産きジアチ ビ パりがなテ ン
な ュ 天しヤイ イ~にどの ト -、，司、-、〆'ー、、
ど| 然ま|スズ す ケシ ・ 力日候 732  1 

ス ハワキクな つ ヤ毘 工 補 名名名名
チイ リど ぽ' キ マ 布 品

※
ぬ
く
た
ま
ら
り
は
、

• 

， 

• 
ueur.;) 

外局番目1378)
+'喧宵巴

-温泉ホテ)~きたひやま
B01378-4-4120 

.日帰り入浴料金 大人500円・小人300円

.宿泊料金 7，300円~

北槍山目
明訓_cq

瀬
棚
郡
今
金
町
宇
今
金

4

1

今
金
役
場

3 3 9 ~4 

コ
リ
ド
l
ル
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

4 。切手を

HI;っ て

ください

プ
レ
ゼ
ン
ト
係
行

住
所

氏
名

電
話

女
町
営
温
泉

お
ほ
こ
荘

8
3
13
1
2
3

(
八
雲
町
鉛
川
6
2
2

1
)

ム
H
町
営
温
泉
小
牧
荘

8
3
13
1
2
3

※
宿
泊
の
み
(
八
雲
町
鉛
川

6
2
3
)

ム
H
銀
婚
湯
温
泉

8
7
I3
1
1
1
 

(
八
雲
町
上
の
湯
1
9
9

安
二
ュ

l
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル

8
7
，2
0
1
1
 

(
八
袋
町
上
の
湯

1
6
2
)

1¥ 

'" 
ム
H
桜
野
温
泉
熊
嶺
荘

8
2
2
5
6
2

(
八
雲
町
わ
ら
び
野
3
4
8
)

大
温
泉
ホ
テ
ル
光
洲

8
3
14
1
2
6

(
八
雲
町
浜
松

1
5
2
)

ム
H

あ
わ
び
の
里
の
テ

l
マ
館
1

ひ
ら
た
な
い
温
泉
あ
わ
び
の
湯

心
も
身
体
も
ホ

ッ
と

一
息
!

川町

静
か
に
流
れ
る
く
つ
ろ
ぎ
の
時
を

・・

)

副

大
浴
場
、
泡
風
呂
、
サ
ウ
ナ
、

1
1
 

翻

日

露
天
風
呂
で
心
地
よ
い

一
汗。

圃
百
四

h

風
巴
上
が
り
は
新
鮮
な
お
寿
司
を
1

4
E

幽・J

、，
A
U

B
且

nu

t

、M

C
L
0
1
2
0
0

司{い

古
山
峡
の
湯
の
宿

制
r

見

市

温

泉

事
い
山

穆
蒼
た
る
雲
石
峡
・

町
-
一

緑
!
紅
白
!
表
情
豊
か
な

石
3
.

季
節
の
息
吹
を
感
じ
て

・
・
・

鱒

-

鉄
分
を
含
ん
だ
赤
茶
色
の
湯
は

引

ミ
ネ
ラ
ル
分
が
豊
富
で
湯
治
に
最
適
!

E

大
浴
場
、
せ
せ
ら
ぎ
を
望
む
露
天
風
呂
。

(
宿
泊
も
可

7
、

8
0
0
円

1
)

(
7
ω
1
2
ω
)
 

ぬ
く
た
ま
る
(
あ
っ
た
ま
る
)
か
ら
名
づ
け
た
も
の
で
す
固

.回国の湯宿ねとい温泉

B01378-4-5154 
.日帰り入浴料金 大人400円 ・小人200円

.宿泊有 .宿泊料金 6，400円 ~

.年中無休

-北槍山温泉 いこいの家

B01378-4-5565 
.日帰り入浴料金大人260円 ・小人120円 ・

幼児 60円

.定 休日 第 1・3火曜日担

令金町事務
-~ 

.宿泊

x 
き

り

一一一一一一一一--，山祈り!こして耳をのりづけして下さい九ーーーーーーーー よ
り

せ

ん

Y 
コ
ラ
ツ
フ

湯
楽
部
山
麓

「ゆ
く
定
ま
ら
り
l
」

応
募
用
絡
は
温
泉
地

巴
置
い
て
い
ま
す
。

V
之
つ
」
巴
叩
押
し
て
く

だ
さ
い
。

長
万
部
町

Jリドール
三己流ネット
ワ・ フ
長fi2R!??; • • 女ウアプラザピリ力 (B3-71 1 1 ) 

-宿泊施設あり 定休日なし

大人500円/小人200円

スキー場 ・潟水プールあり

八
雲
町

熊
石
町

こJリドール
主流ネット
ワーク

的行 H?，

ム
H
ホ
テ
ル
四
国
屋

8
2
2
3
1
1
)

ム
H
ホ
テ
ル
あ
づ
ま

(
8
2
12
0
1
8
)

食
丸
金
旅
館

(
8
2
2
6
1
7
)

ム
H
長
万
部
温
泉
ホ
テ
ル

(8
2
12
0
7
9
)

食
昇
月
旅
館

(
8
2
2
2
2
2
)

育
大
成
館

(8
2
12
2
2
5
)

ム
H
温
旅
館
泉
も
り
か
わ

(
8
2
15
5
5
5
)

安
福
屋
旅
館

(
8
2
?2
4
2
3
)

ム
H
き
む
ら
旅
館

(
8
2
12
3
5
5
)

女
二
股
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉

(8
2
4
3
8
3
)

(8) 

【
入
浴
料
金
(
大
人
)
】

3
6
0
円
か
ら

5
0
0
円
ま
で

※
手
ご
ろ
な
料
金
で
す
べ
て
の
施
設
に
宿
泊

で
き
ま
す
。

e立・

V
貝
取
澗
温
泉
郷

『大
成
町
国
民
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
』

(8
4
1
6
3
2
7
)
 

-
利
用
料
金

大
人

2
6
0
円

・
小
人

ω
円

-
営
業
時
間

午
前
9
時

1
午
後

8
時

広
大
な
貝
取
澗
渓
谷
の
保
養
祖
泉
地
に

位
出
す
る
、
身
も
心
も
あ
っ
た
か
に
な
る

温
泉
。
お
風
呂
か
ら
眺
め
ら
れ
る
四
季
折

々
の
景
色
、
周
辺
に
は
遊
歩
道
や
公
園
も

あ
り
、
大
成
町
の
大
自
然
を
満
喫
で
き
ま

す
。
な
お
、
宿
泊
は
隣
接
し
て
い
る
国
民

宿
舎
『
あ
わ
び
山
荘
』
を
ご
利
用
く
だ
さ

い。

(8
4
5
5
2
2
)

-
宿
泊
料
金

7
、

1
0
0
円

※
あ
わ
び
鍋
な
ど
の
特
別
料
理
有
り
。

肯種川温泉 (B2ー0388)
-定休日木曜日

大人360円/中人140円/小人 70円

肯あったからんど (B2-3711) 

大人360円/中人140円/小人 70円

・定休日 水曜日 サウナあり

種川温泉 ・あったからんどは回数券でもご利用

になれます。

六
回
町

人

'
r
rii

】

ヅ

ド
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瀬
棚
町
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瀬棚町布務局(企画調整額}
関守ー唖 31唱 ，宮昌弘「・..n'3"¥I)

ス;t!i:.. iPl: 
O瀬棚町総合福祉センター「やすらぎ館」

オープン一周年の公営潟泉。体ぽかぽか、お肌つる

つるの泉質が評判です。サウナや気泡風呂、露天風呂

もあります。湯上がりの一服、おみやげには瀬棚町産

の牛乳を使用した無添加のアイスクリ ムをとうぞ。

・営業時間.午前10時~午後9時

・定休日.毎月第 1・3月l曜日

・料 金・大人300円・中人(6~ 1 2歳)120円 ・

小人(3~ 5歳)60円・ 70歳以上200円

年末年始は、定休日の変更などありますので

確認してからお出かけください。
冬道の運転には十分気を付け安全運転をお願

いします。

北
椙
山
町

π::7 
Lι 

今
金
町



1， 2級技能士課程通信制訓練講座受講

この誹座は、生産現場で働く方々が、変革する産

業技術に対し必要な技能の裏付けとなる専門知識を

自学自習によって身につけ、実力ある中堅技能者と

なるための講座で、職業能力開発大学校が主催し開

講しております。

指
海
道
納

貯

U
月
同
日
、
今
金
中
学
校
(
福

原
賢
規
校
長

・
生
徒

2
8
5
人
)

に
お
い
て
税
を
知
る
週
間
の
事
業

と
し
て
実
施
さ
れ
た

「
税
に
つ
い

て
」
の
作
文
の
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

式
で
は
、
北
海
道
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
長
貨
を
受
賞
し
た

3
年

生
の
田
中
榔
さ
ん
が
小
西
助
役

よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ

れ
、
ま
た
、
今
金
町
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
長
貨
を
受
賞
し
た

3
年
生

み

ん

な

今
の
私
達
に
必
要
な
こ
と

今
金
中
学
校
3
年

B
組

田

中

郁

さ

ん

私
達
は
毎
日
、
色
々
な
税
に
囲

ま
れ
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
や

新
聞
で
税
に
関
し
て
の

っ
て
い
て

も
「
私
に
は
あ
ん
ま
り
関
係
な
い

し
な

l
。
」
と
思
っ
て
あ
ま
り
意

識
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
ず

『
税
』
が
ど
ん
な
も
の
な

か
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
辞
書
に
は
『
み
つ
ぎ
。
政

府
や
市
区
町
村
が
、
法
律
に
も
と

づ
い
て
強
制
的
に
と
り
た
て
る
お

金
正
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
説
明
の
税
に
は
、
『
線
税

・
関

税

・
減
税

・
租
税

・
脱
税

・
納
税
』

と
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
『
税
』

に
は
も
う

一
つ
、
『
手
数
料
や
使

用
料
な
ど
』
と
い
う
意
味
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
税
に
は
『
印
税
・
郵 1 訓練科目 l級

機械加工科、仕上げ科、板金科、配管科、建築

大工科など 8科

2 訓練科目 2級

機械加工科、板金科、配管科、塗装科、鉄工科、

建築大工科、 ブロック建築科、 左官科、建具製作

科、建設機械盤備科など 22科

3 受講資格

実務の経験があればどなたでも受講できます。

4 訓練期間 おおむね 1年間

5 受講科 l級 8，510円

2級 6，390円

組
合

合
会
長

皿-. 

の
伊
藤
香
奈
さ
ん
に
は
田
中

繁

会
長
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
作
文
の
募
集
に
つ
い
て
は
、

今
年
7
月
に
発
足
し
た
今
金
町
租

税
教
育
推
進
懇
話
会
の
協
力
を
得

て
応
募
が
あ
っ
た
も
の
で
、
北
海

道
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
貨
を

受
賞
し

た
田
中
さ
ん
の
作
文
を

「
み
ん
な
の
広
場
」
で
紹
介
し
ま

す。

• 

， 

(t 

の
広

場

税
』
と
あ
り
ま
し
た
。

税
の
名
前
だ
け
を
聞
く
と
、
な

ん
の
こ
と
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
そ
の
意
味
を
見
て
み
る

と
な
ん
と
な
く
だ
け
れ
ど
、
わ
か

る
よ
う
な
気
が
し
て
き
ま
し
た
。

私
達
が
毎
日
生
活
し
て
い
る
中

で
、
主
に
関
係
し
て
く
る
税
は
、

消
費
税
で
す
。
消
費
税
と
は
、
商

品

・
サ
ー
ビ
ス
の
消
費
の
た
め
の

支
出
に
削
附
さ
れ
る
税
金
の
一
般
的

な
呼
び
方
で
す
。
民
い
物
を
す
る

と
、
必
ず

5
パ
ー
セ
ン
ト
の
消
費

税
が
つ
い
て
き
ま
す
。
ま
た
、
郵

便
局
な
ど
で
荷
物
を
送

っ
た
り
す

る
と
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
が
、

そ
の
郵
便
料
金
の
こ
と
を
郵
税
と

い
い
ま
す
。

買
い
物
を
す
る
と
消
費
税
が
つ

い
て
く
る
の
は
知
っ
て
い
た
け
れ

ど
、
そ
の
他
に
も
郵
税
な
ど
を
払

っ
て
い
た
こ
と
に
び

っ
く
り
し
ま

し
た
。
で
も
、
色
々
な
所
で
税
金

と
し
て
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
こ
ん
な
に
税
金
集
め
て

何
に
な
る
ん
だ
ろ
う
と
少
し
考
え

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
税
金

の
使
い
道
を
調
べ
て
み
ま
し
た
が
、

6 特典

関連科目の確認テストに合格されますと 1，2級

技能検定学科試験免除

。随時受付しています。

※問い合わせ先

函館職業能力開発促進センター

開発援助娘

。13 8 -52-0 3 2 3 

正
確
な
も
の
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

こ
う
や
っ
て
、
色
々
な
所
か
ら

税
の
こ
と
を
考
え
て
み
る
と
、

「
私
に
は
あ
ん
ま
り
関
係
な
い
し

な

l
。
」
と
思
っ
て
い
た
税
が
、
す

ご
く
身
近
な
問
題
に
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
最
近
で
は
、
色
々
な
商
で

税
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

「私
達
に
関
係
あ
る
の
は

消
費
税
く
ら
い
で
、
あ
と
は
大
人

の
問
題
だ
し
な

l
。」

と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
あ
と
何
年
か
経
て

ば
私
達
も
そ
の
大
人
の
仲
間
入
り
。

今
は
ま
だ
関
係
な
い
と
思
っ
て
い

て
も
、
い
ず
れ
は
絶
対
に
関
わ
っ

て
く
る
問
題
も
少
な
く
な
い
と
思

い
ま
す
。

税
金
が
ど
ん
な
役
割
を
し
て
い

る
の
か
な
ん
て
今
す
ぐ
わ
か
る
必

要
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

大
人
に
な

っ
て
か
ら
、
税
に
対
し

て
の
知
識
が
ま

っ
た
く
な
い
の

も
、
自
分
に
と

っ
て
よ
く
な
い
と

思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
テ

レ
ビ
の
ニ

ュ
ー
ス
や
新
聞
に
少
し

で
も
目
を
む
け
て
、
税
の
こ
と
を

少
し
ず
つ
理
解
し
て
い
く
こ
と

が
、
今
の
私
達
に
必
要
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

今
金
町
の

お
と
し
よ
り
の
状
況

「高
齢
化
社
会
」
「
人
口
の
高
齢

化
」
と
い
う
言
葉
も
す
っ
か
り
聞

き
な
れ
た
昨
今
で
す
が
、
今
金
町

で
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
を
今
回
は
説
明
い
た
し

ま
す
。

「
高
齢
者
」
と
は
臼
歳
以
上
の

方
の
こ
と
を
い
い
、

「
高
齢
化
率」

と
は
総
人
口
に
高
齢
者
が
占
め
る

割
合
の
こ
と
で
す
。
平
成
7
年
国

勢
調
査
で
は
、
日
本
の
高
齢
化
率

は
M
・
8
%
、
平
均
寿
命
は
約
男

祁
歳
、
女
犯
歳
で
す
。
昭
和
凶
年

に
は
平
均
寿
命
が
約
男
灯
歳
、
女

ω歳
で
、
寿
命
が

ω年
間

に
男
初
歳
、
女
お
歳
の
び

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
寿

命
の
の
び
と
共
に
高
齢
化

率
も
増
え
、
昭
和
必
年
に

は
7
・
1
%
で
し
た
が
、

平
成
7
年
に
は

2
倍
に
な

っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
金
町
で
は
人

口
7
2
0
2
人
、
高
齢
者

が
1
6
8
7
人
、
高
齢
化

率
的
ω
・
4
%
と
今
金
町
民

約

4
人
に

l
人
が
高
齢
者

と
い
う
状
況
で
す
。
(
平

• • 呂場のアイドルう
‘古谷虹朔ちゃん

(平成8年10月14日生まれ)

哲男さん、尚子さんの長男曙町古谷

【親から】

ちょっと太っているのが悩みのタネで

すが、とっても元気でやさしい男の子で

す.

これからも他肢でたくましく育ってほ

しいとj品います.

俳 句
ヲ|ひ来こ追ぉ時し冬右肩2冬古
きしい 雨ぐざ警官の
直主方主かるれの j止ま
すやけるや消eか
カ踏主て や 苔品えも
l 絵ぇ追"肩2むてめ
テのいをす好品は
ンごかすまみ声え
のとけ』ままのを
閉まくらめの冬主ふ
よ枯2れて芭停申間 り
り業はて並2蕉}子しし
霜k踏ふ落2木e句t ぽ
の む 葉ぽ件た碑ひ り
声え かっ

な

子'えち子、
ま
+

成
刊
年

ω月
1
日
)

在
宅
の
寝
た
き
り
の
方
は
U
人、

痴
呆
症
状
の
あ
る
方
は
お
人
、
虚

弱
高
齢
者
は

1
7
1
人
と
い
う
状

況
で
す
。
(
平
成
凶
年
日
月
同
日

現
在
)

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

介
談
者
の
方
の
負
担
を
少
な
く
し
、

高
齢
者
の
方
が
機
能
を
維
持

・
向

上
で
き
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
や

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

施
設
入
所
や
短
期
入
所
の
相
談
も

お
受
け
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

V
申
し
込
み
問
い
合
わ
せ
先

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

(T
E
L
2
2
7
8
0
)
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65-74歳
13. 8% 

75歳以上
9.7% 

今金町の人口構成

。-39歳
40.6% 

麻梨奈ちゃん

寒昇谷

【親から】

本とパズルが大好きでいつもお姉ちゃ

ん お兄ちゃんに遊んでもらい元気一軒、

のわが家のアイドルです.

このまま元気でやさしい女の子に育っ

てほしいと思います.

(平成B年 3月22日生まれ)

美喜夫さん、博美さんの 2宜

砂谷

杉

本

あ

し3秋女

利別俳句会

伊

日華

翠

戸

沢

慶

佐

藤

朝

阪

み

井

斉

み

藤

辻

知

〕1
 

1
 

〔



第265号

初

日

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰

間

同
町

町
の
歴
史
や
自
然
・
文
化

防

困

会

庭
や
学
校
、
地
域
社
会
の

Q

回

目

熱

意

を
も
っ
て
、

自
ら
楽

で
も
が
、

を
大
切
に
し

き
ず
な
を
深
め

し
く
健
や
か
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

社会教育

だよりイ
，、え

ン
ト
一
考

縁
の
下
の
力
持
ち
、

今
金
で
は
、
四
季
折
々
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
こ
い
祭
り
、
秋
ま
つ
り
、

清
流
ま
つ
り
等
々
。
そ
の
他
に
も

団
体
や
町
内
会
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
持
ち
味
を
生
か
し
た
催
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
冬
を

代
表
す
る
『
今
金
雪
ま
つ
り
』
も

凶
回
目
を
数
え
、
明
年
2
月
6
、

7
日
の
開
催
に
向
け
、
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
実
行

委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
手
作
り
で

の
企
画
運
蛍
が
な
さ
れ
て
お
り
、

皆
が
楽
し
め
る
よ
う
創
意
工
夫
を

重
ね
て
い
ま
す
。
が
、
課
題
は
っ

き
も
の
で
、
メ
ン
バ
ー
の
固
定
化

や
内
容
の
マ
ン
ネ
リ
化
な
ど
は
、

い
ず
れ
に
も
共
通
し
て
言
わ
れ
て

お
り
「
イ
ベ
ン
ト
そ
れ
ぞ
れ
の
特

色
が
な
く
、
変
わ
り
は
え
が
し
な

い
」
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て

教
奮
幼
労
表
彰

本
町
の
教
育
・
体
育
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
大
き
な
功
績
の
あ
っ
た

次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

O
白
岩
利
勝
さ
ん

(
神
丘
団
歳
)

昭
和

ω年
か
ら
体
育
協
会
副
会

長
・会
長
、
ま
た
、
社
会
教
育
委
員
、

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
も
歴
任
し
町
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し
た
。

O
鈴
木
勢
津
子
さ
ん
(
東
町
日
歳
)

昭
和
町
年
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
指
導

員
、
ま
た
、
体
育
協
会
理
事
と
し

て
豊
富
な
経
験
と
指
導
力
で
町
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し
た
。

O
岡
本
優
さ
ん

(
南
町
特
歳
)

実
行
委
員

新
た
な
人
間
関
係
や
信
頼
関
係
が

築
か
れ
た
り
、
地
域
の
人
材
や
財

産
を
発
掘
、
共
有
で
き
た
ら
と
表

面
に
は
現
わ
れ
な
い
楽
し
み
も
あ

る
も
の
で
す
。
ま
さ
に
、
イ
ベ
ン

ト
は
『
川
づ
く
り
の
一
環
』
と
言

わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
す
。

こ
ん
な
視
点
で
、
縁
の
下
の
力

持
ち
で
あ
る
実
行
委
員
の
働
き
を

眺
め
、
励
ま
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

冷
却

"

@
晴

A
U目。訓

バ
M

4
V

A
均

6

引

実行委員の協力で盛り上がる雪まつり• 

2 

• 
昭
和
町
年
か
ら
体
育
指
導
委
員

ま
た
、
社
会
教
育
委
員
、
ス
ポ
ー

ツ
指
導
員
も
歴
任
し
、
町
の
社
会

教
育
・
体
育
の
振
興
に
貢
献
し
た
。

O
山
田
恵
美
子
さ
ん
(
昭
和
灯
歳
)

昭
和
幻
年
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
指
導

員
、
ま
た
、
体
育
協
会
理
事
と
し

て
豊
富
な
経
験
と
指
導
力
で
町
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し
た
。

。
斉
藤
忠
さ
ん

(
本
町
位
歳
)

昭
和
町
年
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
指
導

員
、
ま
た
、
体
育
協
会
理
事
と
し

て
豊
富
な
経
験
と
指
導
力
で
町
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し
た
。

地
域
文
化
・
芸
術
の
振
興
に
尽

力
さ
れ
た
個
人
・
団
体
が
次
の
と

お
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

《
文
化
娠
興
也
一
且
》

O
遠
藤
勘
治
さ
ん

(
大
和
目
立
歳
)

昭
和
初
年
道
写
真
協
会
に
入
会

以
来
、
地
域
に
密
着
し
た
写
真
を

発
表
。
ま
た
、
日
写
連
の
支
部
長

と
し
て
文
化
芸
術
の
振
興
に
貢
献
。

O
宇
佐
美
弘
治
さ
ん
(
本
町
位
歳
)

昭
和
お
年
将
棋
愛
好
会
を
設
立

し
、
事
務
局
長
、
副
会
長
、
会
長

を
歴
任
。
背
少
年
に
礼
儀
を
指
導

す
る
な
ど
文
化
振
興
に
貢
献
し
た
。

る長3怠ぎ毛J鍾切
¥
問
い
合
わ
せ
は
、

/

二

三

四

八

八

鈴
金
パ
タ

〈文化財探訪30)

今
で
は
料
理
や
食

卓
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
バ
タ
l
も、

明
治
末
ご
ろ
ま
で
は

一
般
市
民
の
食
生
活

に
は
な
か
な
か
な
じ

み
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
金
町
で
は
大
正
3

わ
た
し
の
生
涯
学
習

今
月
は
、
剣
道
を
通
し
て
子
供

達
に
夢
を
与
え
続
け
て
い
る
垣
本

利
光
さ
ん
(
大
和
町
)
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

垣
本
さ
ん
は
、
剣
道
6
段
、
ス

キ
ー
の
指
導
員
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
万

能
で
、
特
に
幼
い
こ
ろ
か
ら
剣
道

を
愛
し
、
日
々
自
分
へ
挑
戦
し
続

け
て
き
ま
し
た
。
青
年
期
を
迎
え

自
分
の
限
界
を
感
じ
て
き
た
こ
ろ

「
ヲ
」
の
経
験
を
子
供
達
に
伝
え
て

い
こ
う
」
と
の
思
い
か
ら
指
導
を

始
め
、
お
年
に
も
な
り
ま
し
た
。

O
今
金
舞
踊
愛
好
会

(
高
山
美
恵
子
会
長
)

昭
和
白
年
に
サ
ー
ク
ル
を
結
成

し
、
会
員
相
互
の
努
力
で
技
能
を

研
鎖
。
光
の
里
学
園
へ
の
継
続
し

た
慰
問
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
中
心

の
活
動
で
文
化
振
興
に
貢
献
し
た
。

《
文
化
賞
》

O
坂
井
千
鶴
子
さ
ん
(
八
幡
回
歳
)

道立図書館借入図書(町民センター図書室)
(この外に300冊。平成11年5月まで貸出しします)

wf，L J司 ¥J
@ ペ4 29114

k1出4位 ムZ4JJ〉習ιj」

Ji?函民
年
金
原
農
場
で
バ

タ
ー
が
製
造
さ
れ
始
め
ま
し
た
。

そ
の
名
も
が
鈴
金
バ
タ
ー
ヘ
製

品
は
主
に
札
幌
、
道
南
都
市
を
は

じ
め
東
京
の
市
場
ま
で
出
回
り
ま

(
1
9
1
4
)
 

「
時
代
の
流
れ
に
よ
っ
て
子
供

の
考
え
方
、
家
族
環
境
、
ス
ポ
ー

ツ
の
あ
り
方
な
ど
、
様
々
な
問
題

の
中
で
剣
道
の
指
導
法
も
変
化
し

て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
時
代

が
変
わ
っ
て
も
、
熱
心
に
取
り
組

む
子
供
達
の
姿
を
見
る
に
つ
け
心

に
充
実
感
が
あ
ふ
れ
、
こ
れ
か
ら

も
か
ら
だ
が
動
か
な
く
な
る
ま
で

指
導
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
気
に

な
り
ま
す
」
と
、
熱
く
語
る
垣
本

さ
ん
。総

合
体
育
館
の
武
道
場
で
大
き

な
か
け
声
で
汗
を
流
し
な
が
ら
の

熱
血
指
導
。
社
会
人
と
し
て
り
つ

•• • 平
成
3
年
書
道
愛
好
会
に
入
会

し
、
そ
の
後
今
金
白
鴎
会
代
表
に

就
任
。
日
頃
の
研
鎖
に
よ
り
第
お

回
北
海
道
書
道
展
に
入
選
し
た
。

O
徳
田
千
恵
子
さ
ん
(
本
町
貯
歳
)

平
成
3
年
書
道
愛
好
会
に
入
会

し
、
そ
の
後
今
金
白
鴎
会
役
員
に

就
任
。
日
頃
の
研
鎖
に
よ
り
第
鈎

回
北
海
道
書
道
展
に
入
選
し
た
。

x

y

J

r

誹

。一般成人用

・日本の川を旅する
-銀行はどうなっているのか
.男を成長させる悪妻の話

-お金つてなんだろう
-椿の花に宇宙を見る
.上手に老いるには

・百歳まで生きガンで死のう
.パパはごきげんななめ
-きものなんでも百科

・馬追い旅日記
.気分はリバイバル
・長男の出家

・えんぴつの花
・飛べない鳩
-危ない橋
・哀歌は流れる

・ワイルドスワン
.人参倶楽部

上-下

。児童用

・わたしはサブリナ
-牛乳パックでつくる
.馬を洗って

・ぼくたちともだち

ふしぎな青いボタン
・お父さんお元気ですか
.子供の十字軍

・ノアのはこぶね
・おばあちゃんのえほん
.ピーターのいす

.もりのほんやさん

・窓の下で
-ミイラのつぶやき
.ペンギンたちの夏
.昆虫とあそぼう

・平和の木

-アンパンマンとつばきひめ
.生きることと愛すること

~ 

し
た
。写

真
は
、
金
原
在
住
の
中
野
倫

丸
さ
ん
か
ら
寄
贈
し
て
い
た
だ
い

た
昭
和
叩
年
前
後
の
鈴
金
バ
タ
ー

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
す
。
中
野
さ
ん

の
母
親
で
あ
る
鈴
木
ゅ
う
さ
ん
が

テ
会
サ
イ
ン
し
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

狩
場
山
、
メ
ッ
プ
、
カ
ス
ベ
岳
を

バ
ッ
ク
に
乳
牛
が
ゆ
っ
た
り
草
を

食
む
風
景
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

箱
に
は
H

「
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
」
ヲ
完
全

ニ
保
留
シ

E
ツ
人
組
二
重
要
ナ
ル

乳
酸
菌
ヲ
モ
含
有
ス
ル
ヲ
以
テ
栄

養
債
値
絶
大
ナ
リ
H

と
あ
り
、
時

代
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

(12) 

ぱ
に
成
長
し
た
教
え
子
が
帰
町
し

元
気
な
姿
を
見
る
と
、
練
習
で
の

疲
れ
も
忘
れ
る
そ
う
で
す
。

図

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

別

内

n
g

一
時

6
日
佃
第
辺
田
町
民
バ
レ

l
ボ

な

i
ル
大
会

9

∞

総

此

合
体
育
館

酷

9
日
制
町
民
学
級
打
合
せ
会
議

番

日

∞

学
習
セ
ン
タ
ー

酌

第
9
回
ふ
れ
あ
い
ス
ポ

は

l
ツ
交
流
会
実
行
委
員
会

澗

ω
∞
総
合
体
育
館

判

ロ
日
凶
こ
ど
も
会
連
合
会
ド
ッ

時

チ
ボ
l
ル
・
レ
ク
大
会

均

u-
∞

総

合
体
育
館

不

日

目

印

第
4
回
ス
ー
パ
ー
キ
ッ

{

ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
大
会

す

9
ω

総
合
体
育
館

間

口
日
附
文
化
協
会
ク
リ
ス
マ
ス

釦

コ

ン

サ

ー

ト

凶

鈎

5

町
民
セ
ン
タ
ー

日

目
日
出
四
ツ
葉
会
婦
人
の
集
い

一

日

∞

町

民

セ

ン

タ

ー

2

初
日
出
町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大

は

会

9

∞

総

体

7電

町
民
セ
ン
タ
ー
図
書
室
は

午
後
l
時
か
ら
5
時
(
第
2

第
4
土
曜
日
は
午
前
9
時
か

ら
午
後
5
時
)
ま
で
開
館
し

毎
週
月
曜
日
が
休
館
日
で
す
。

惜』の司

〕3
 

1
 

〔



ョ伊国主，J ~~ú~ 

新
築
・
取
り
壊
し
屋
な
ど

の
届
け
出
に
つ
い
て

固
定
資
産
評
価
事
務
の
た
め
、

家
屋
の
新
築
、
改
築
、
地
築
、
取

り
壊
し
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

税
務
課
資
産
税
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
税
務
課
資
産
税
係

8
2
1
0
1
1
1
 

集
団
現
地
選
考
会
の

開
催
に
つ
い
て

冬
期
間
、
道
外
で
の
出
稼
ぎ

(
就
労
期
間
は
お
お
む
ね
4
ヵ
月

か
ら

6
力
月
)
を
希
望
す
る
方
の

た
め
に
東
京
神
奈
川
・
千
栄
・崎

玉

・
愛
知

・
大
阪
等
の
事
業
所
に

よ
る
集
団
現
地
選
考
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

『

H
U

一言
ロ

。
開
催
日
時

平
成
日
年
l
月
8
日
後

n

u

n
u
'
、，p

h
d

e

ハU

唱

A

nu

--

ハU

。
会

場

花
び
し
ホ
テ
ル

函
館
市
湯
川
町
1

日

凶

。
会
場
の
駐
車
場
が
混
雑
す
る
場

合
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
で

き
る
だ
け
電
車

・
パ
ス
等
の
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

健診を受けて明るい健康づくり

12月みんな

し
※
お
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ

l
ワ
l
ク
函
館

8
0
1
3
8
m
o
7
3
5
 

北
槍
山
職
業
相
談
室

へ
の

職
員
派
遣
日
に
つ
い
て

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

ロ

・
l
月
の
派
遣
日
は
、
次
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。

-
ロ
月
9
日

9
時

1
げ
時

同
日
目
時
;
げ
時

げ
日

9
時

1
げ
時

辺
日

9
時
1
げ
時

M
日

9
時

1
げ
時

お
日

9
時
1
ロ
時

av
l
月
6
日

9
時
1
げ
時

ロ
日

2
時
1
げ
時

日
日

9
時
1
口
時

初
日

2
時
1
げ
時

幻
日

9
時
1
口
時

な
お
、
北
橋
山
峨
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
職
員
派
遣
日
に
は
職
員
が

取
り
扱
い
ま
す
が
、
職
員
の
派
遣

日
以
外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
き

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

。
お
問
い
合
わ
せ

・
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
函
館

8
0
1
3
8
l
mー

0
7
3
5

(. 

， 

• 

(14) 

10・11・10

社会福祉協議会だより
※光由里学閥 蛍寿閥、社会福祉協議会への多額のご寄付、

ご厚意ありがとうございました.

(敬称略)

《千葉県》 高 幡 ハ ル 繊監手 寿 園

宮 本和 n'JI ~寄す/園町》 田信芳
《むつ市》 原孝雄 品克己
成田英昭 子 晴 重 {]I ー
《札幌市》 沢部町)) 石 版州 文禎 子
岡田久 江 llif 貞男 住 プ 吉r かお り
宮崎一男 成町》 山北紀義

池田克 彦 野敏己 杉今山 山青果
片 岡洋 棚町》 金 町
伊林正 彦 《杉辻中瀬 村ミ ノ エ ロ キヌ 子
吉 村良子 井 キ ミ エ 外 附 智

《北広島市》 勝 年 t~~ 紺綾 子A h口F 
Jlj山涼子田中兼広 下 山敏
《滝川市>> I <<jt槍山町》 今金 町職員組

高 倉 一 男 北ι" 山 栄麻貞t<'i 一 堀M 訓幸林男 ・由美子
《小苫小牧泉市》正 幸 q商" 原楠 光美 今和金町青年団体連栄結協議子会

《新得町》 天 羽 勉 三 嶋卜ミ
古川 盛 岡 中 一 戸室 忠義
《東藻琴村)) I ((今金町》 ふじか わ商庖
政紺盛雄 古 川 三 代 子 三 上輝 彦

《函館市》 伊 東 正 三 神橋 和 鹿夫仲男
小川テ ル 織回 闘共絹員 子一五毘 商

浜西信義 E 児今大畑 村 子 竹内正佐藤勇兼 治 田 子 多凹守

石出 津畑 金美 ー 倉玉村 規行園 子子

竹岸佐 々 波木次 ー千恵純弥士 藤井 チ 雄ヨ

久 保 周 ヌ子市ミ 田 泰照 子世

高固と も え 柑雄

《《五知大十野内町町町風由良日ヨ》F 》 史 郎

《《北波上八 武雄 見会会忠磯町
辺昭 婦 人

雲町》 金葉木内 礼 子庖

《上長万部回町》賢 一 尾千 形呉信服 一

-
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
八
雲

8
0
1
3
7
6
1
2
1
2
5
0
9
 

.
北
槍
山
職
業
相
談
室

8
4
1
5
7
2
4
 

「
困
り
ご
と
・
心
配
ご
と

無
料
相
談
所
」

開
設
に
つ
い
て

函
館
地
方
法
務
局
と
函
館
人
権

擁
惣
委
員
協
議
会
で
は
、
人
権
活

動
の

一
環
と
し
て
次
の
と
お
り

「
困
り
ご
と
心
配
ご
と
柑
談
所
」

を
開
設
し
ま
す
。

相
談
は
、
人
権
擁
護
委
員
と
法

項 目 対 』民 者 実施日 時 I品1 対象地区 実施会場 備 考

般住民関係

一般相談 全住民 12月7日(月) 10: 00-日 45 全地区 総保合他前祉施設内 拙康相詰(血圧測定 以検査)センター

一般相談 全住民 12月14日間) 10:00-11 :45 H H " 

一般相談 全住民 12月21日間) 10 : 00-11 : 45 M n " 

一般相談 全住民 12月28日間) 10 : 00-11 : 45 " H " 

耳t::!科巡回診療 全住民 12月15日(火) 14: 00-14: 50 " N 八医雲師総診合察病(院有耳料鼻)科

乳幼児関係

股関節脱臼検診 生後4力月児 12月8日(火)受13付0時0間 H 支八所;:s保他所今金 股関節X線船影-14: 00 

離乳食講習会 生後4-llt，月児 12月11日(壷)10: 00-12: 00 " 総調合理実協習祉施室設内 講話調理実習試食級片Itf

乳児相談 生後3.6. 9力月児 12月17日(本)畳9付0時0間-9: 15 n 総保合健柄セ祉ン施タ設ー内 股関節X線船影

乳児健診 生後4.7. 10. 12力月 12月17日{木)受12付4時0間-13: 00 H 総保合他福祉施設内 身体計測・医師酷娯歯科
センター 相談栄養相敵地取相談

すくすく子育てダイヤル 就学前までの幼児のいる県喧昔 12月9日(水) 9:00-12:00 H 2 -2 7 8 0 電話による心配事相i担

妊産婦関係

産婦人科巡回診療 産科揖人科を畳睦帯盟の方 12月8日(火)受13付0時0間-13:30 全地区 総保合健福セ祉ン施タ設ー内 尿医師検査詰察曲{有再料)来謹 睡血相盟

お知らせ

(保健福祉課健肢づくり 国保係)

務
局
職
員
で
あ
た
り
、
人
権
問
題
、

登
記
、
借
地

・
借
家
、
金
銭
貸
借

児
童
・
生
徒
の
い
じ
め
、
家
庭
内

の
い
ざ
こ
さ
、
身
近
な
法
律
問
題

や
人
権
問
題
等
の
心
配
ご
と
相
談

に
応
じ
ま
す
。

相
談
内
容
に
つ
い
て
は

一
切
秘

密
が
守
ら
れ
、
相
談
は
無
料
で
す

の
で
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

O
日

時

ロ
月
げ
日
休

n

u

n
U

F

G

n
u
 

-
A

n
U
4

1
4
A
U
 

O
会

場

町

民
セ
ン
タ
ー

※
函
館
地
方
法
務
局
で
は
い
つ
で

も
人
様
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

12 

C | てい
1 ま
1 す

• • 「
カ
ン
験
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
」

現
在
、
日
本
で
は
5
人
に
3
人

が
三
大
成
人
病
(
が
ん

・
心
臓
病
・

脳
卒
中
)
が
原
因
で
死
亡
し
て
い

ま
す
。
な
か
で
も
、
が
ん
に
よ
る

死
亡
者
が
最
も
多
く
全
体
の
約
3

割
を
占
め
て
い
ま
す
。
今
金
町
に

お
い
て
も
死
亡
原
因
の
第
l
位
は

「が
ん
」
で
す
。
こ
の
手
ご
わ
い
が

ん
も
、
検
診
の
普
及
や
治
療
技
術

の
進
歩
な
ど
に
よ
っ
て
、
治
療
成

績
は
、
機
実
に
向
上
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、

N

予
防
に
ま
さ
る

治
療
H

は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
検
診
に
よ
る
早
期
発
見
、

治
療
は
が
ん
予
防
の
決
め
手
と
い

え
ま
す
。
ま
た
、
が
ん
の
発
症
は

食
生
活
や
喫
煙
な
ど
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
善
し
悪
し
に
大
き
く
影

響
し
ま
す
。
定
期
的
な
検
診
と
生

活
習
慣
の
改
善
こ
そ
が
、
が
ん
を

克
服
す
る
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な
り

ま
す
。

町
で
は
、
今
年
度
2
回
目
の
が

ん
検
診
を
次
の
と
お
り
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

ム
H

乳
、
子
宮
が
ん
検
診

1
月
2
・
m
A
日

食
胃
、
大
腸
が
ん
検
診

2
月
1
1
3
日

が
ん
は
無
症
状
の
う
ち
に
芽
ば

え
ま
す
。

年
に

-
回
は
検
診
を
受
け
自
分

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

検
診
を
受
け
る
事
で
家
族
の
方

が
安
心
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
是

非
こ
の
機
会
に
検
診
を
受
け
て
下

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

(
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
)

女
国
保
病
院
か
ら
お
知
ら
せ

年
末
の
小
児
科
診
療
は
次
の
と
お
り
で
す
。

O
刊
は
月
初
日
附
午
前

9
時
j
午
後
5
時
ま
で
で
す
。

〕5
 

1
 

〔



令+08。。b+og。休日当番医
82-0221 今金町立国保病院(今金)12月6日

10月末現在84 -5011 

82-0057 

道南ロイヤル病院(北槍山)13日

前月対比

6) 7， 208人口

男

人84 -5321 

岩間医院(今金)

北槍山町立国保病院(北恰山)

今金町立国保病院(今金)

20日

23日
6) 

0) 

3，475人

3， 733人女

82-0221 

84-5011 

82-0057 

道南ロイヤル病院(北槍山)

岩間医院(今金)

27日

31日

町

昇

酎

南

寒

駈

治)

文)

夫)

6) 

勇

申山、

2，684世帯(

固おたんじようおめでとう
カえで

宮越 楓ちゃん 10月10日(保護者

市村 I留意ちゃん 10月23日(保護者
りょうま

村上 遼馬ちゃん 11月4日(保護者

世帯数

82-0221 

※12月31日から 1月3日の診療時間は午前10時から正

午までです。
1月分については予定です。

84 -5321 

今金町立国保病院(今金)

北倫山町立国保病院(北槍山)

l月 1日

2日

3日

d 

民

固いつまでもおしあわせに

九 悦子さん(函館市)

忍、さん(下種川)

郭子さん(大和町)

俊ーさん(上豊田)=中田

雅行さん(南 II/J)=小岩

明弘さん(南栄11/])ニ石川

元

浦

庫

=
一

I/; 

% 

種川温泉、あったからんど
年末年始の営業のお知らせ

O 

吉田

光子さん(末広町)雅敏さん(高美HI])=米田瀧深ν1 
ν あったからんと種 川 温 泉

章子さん(寒昇)広光さん(寒昇)=松山黒宮

(豊寿園)

(昭和町)

(大和町)

(緑町)

100歳

67歳

81歳

~おくやみもうしあげます

10月22日

10月25日

11月6日

清水伊勢吉さん

菊谷芳春さん

平井重仙さん

鈴木 隆雄さん

通常営業

午前10時

~午後4時

通常営業

午前10時

~午後3時

休業

12月初日(火)

31日(水)

(南町)

72歳

59歳

11月 9日

11月 7日

(大和町)66歳11月16日清さん通常営業2日(金)

11月17日受付分まで

クアプラザピリカスキーリンクス・リフト料金表
種目iI 分類 金額 摘 要

1回券
大人 240円 有効期間は販売時の 1シースン

小人 180円 時間 9 :00~21 :00 

5回券
大人 1，150円 有効期間は販売時の 1シ ズン

小人 850円 時間 9 : 00~21 :00 

11回券
大人 2，400円 有効期間は販売時の lシーズン

小人 1， 800円 時間 9 :00 ~21 :00 

1日券
大人 3. 100円 有効期間は販売当日限り

小人 2.400円 時間 9 :00~16:00 

種別 分煩 金額 摘 要

ナイター#
大人 1，800円 有効}割問は販売当日限り

小人 1，350円 時間 16:00~21:00 

ンーズン券
大人 24，OC日円 有効期間は販売時の 1'/ーズン

小人 18，400円 時間 9 : 00~16:00 

ナイタ 大人 17，000円 有効期間は販売時の 1:/ーズン

シーズン券 小人 12，5∞円 時間 16 : 00~21 :00 

ナイター共通 大人 40，000円 有効期間は販売時の 1シ ズン

ン ズン'# 小人 30，∞D円 時間 9 :00~21 :00 

I 

、
。

-
-
-
F
a
R
司

J

小田島政春さん

小嶋

午前11時

~午後 5時

通常蛍業

瀬
棚
札
幌
間
の
直
通
バ
ス
「
せ

た
な
号
」
が
、
年
末
年
始
の
ロ
月
幻

日
か
ら
1
月

4
日

(
1
月

1
日
運

休
)
ま
で
臨
時
運
行
し
ま
す
。

な
お
、
「
せ
た
な
号
」
乗
車
に
つ

い
て
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
直
接
予
約
先
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

O
発
着
時
刻

・
札
幌
発
9
0
∞
↓
今
金
町
民
セ

ン
タ
ー
前
着
目
羽

↓

瀬

棚

着

凶

∞

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

ζ
 

日開
②
0
1
1
1
番

l月 1日(木)

備考/小人とは小学生以下とする@

(16) 

-
瀬
棚
発
リ

H
e
m↓
今
金
町
民
セ

ン
タ
ー
前
発
目
印
↓
札
幌
着
加

nu 
n
U
 

O
乗
車
運
賃

大

人

片

道

5
0
0
0
円

往
復

9
4
0
0
円

子

供

片

道

2
5
0
0
円

往
復

4
7
0
0
円

※
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

・
北
都
観
光

8
0
1
1
(
2
4
1
)
0
2
4
1
 、

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


